
三保の松原

出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』

三保松原（みほのまつばら）は、静岡県静岡市清水区の三保半島にある景勝地。その美しさから日

本新三景（大沼、三保の松原、耶馬溪）、日本三大松原（三保の松原、虹の松原、気比の松原）の

ひとつとされ、国の名勝に指定されている[1]。また、ユネスコの世界文化遺産「富士山-信仰の対象
と芸術の源泉」の構成資産に登録されている。

なお、「三保松原」は名勝としての指定名称及び世界文化遺産・構成資産一覧では「三保松原」と

表記され[1][2]、表記にゆれが存在する。新聞等ではハンドブックにより「三保の松原」で表記を統

一しているところもある[3]。
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平安時代から親しまれている三保半島の東側に広がる景勝地である。総延長7キロメートルで、5万4000本の松
林が生い茂る海浜と、駿河湾を挟んで望む富士山や伊豆半島の美しい眺めで有名。歌川広重の『六十余州名所

図会』「駿河 三保の松原」を始めとする浮世絵にも描かれている。また、日本最古の和歌集である『万葉集』

に

　廬原乃浄見乃埼乃見穂之浦乃寛見乍物念毛奈信
（廬原（いほはら）の清見の崎の三保の浦のゆたけき見つつ物思ひもなし）

—田口益人、『万葉集』巻3-296

と詠われて以降、多くの和歌の題材となり、謡曲『羽衣』の舞台にもなっている。

三保半島は、安倍川から海へと流された土砂が太平洋の荒波に運ばれ、日本平を擁する有度山を削りながら出来た砂嘴である。何百年にわたり

流された土砂（漂砂）が静岡海岸、さらには清水海岸に100メートルを超える幅の砂浜を作り、現在の清水港を囲む三保半島、および三保の松
原の砂浜を形成した。

羽衣伝説の舞台でもあり、浜には天女が舞い降りて羽衣をかけたとされる「羽衣の松」があり、付近の御穂神社（みほじんじゃ）には羽衣の切

れ端といわれるものが保存されている。羽衣の松には毎年元日の朝に大勢の人々が集い、伊豆半島の山々から昇る初日の出を拝んでいる。

1922年（大正11年）3月8日、史蹟名勝天然紀念物保存法（文化財保護法の前身のひとつ）により、天橋立とともに日本初の名勝に指定された
[4]。名勝指定時の面積は339.8ヘクタール（国有地62.8ヘクタール、公有地14.3ヘクタール、民有地261.3ヘクタール）、松の本数は9万3千本
（一説には12万本）あったが、第二次世界大戦中の松根油の採取による松林の伐採や、第二次世界大戦後の民有地開発などにより、1991年（平
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成3年）3月時点では198.2ヘクタール（国有地42.8ヘクタール、公有地14.3ヘクタール、民有地139.7ヘクター
ル）、松の本数も5万4千本に減少[5]。2014年2月23日の「富士山の日」イベントで松の本数を調査した結果は3
万699本であり、25年前とに比べて2万本以上も減少していることがわかった[6]。

◾ 名勝指定時の範囲（地名は大正11年3月8日内務省告示第49号の表記による） 

◾ 静岡県安倍郡三保村大字三保 

◾ 字池、出来輪田、廣道、掛脇、榎窪、大山、宮方、羽衣脇、八木ノ全部

◾ 静岡県安倍郡三保村大字折戸 

◾ 字内原上、前内原、東濱砂、濱砂、奥内原、東濱砂上ノ全部

◾ 静岡県安倍郡不二見村大字駒越 

◾ 字東濱砂、中濱砂、西濱砂、新山ノ全部

1977年（昭和52年）の文部省告示第44号（名勝三保松原の一部指定解除）と1990年（平成2年）の文
部省告示第31号（名勝三保松原の追加指定及び一部指定解除）により、前述の通り名勝指定の範囲は
減少している。

なお、名勝に指定されている範囲には「名勝三保松原規制地区」が設定されており、現状を変更する

際には許可が必要である[7]（文化財保護法第125条）。規制地区は、

1. 特別規制A地区（海岸の浜地）
2. 特別規制B地区（松が密生する範囲）
3. 第1種規制地区（特別規制B地区の周囲にあって松が生育している範囲）
4. 第2種規制地区（第1種規制地区の外側にあって松が散在する地域）
5. 第3種規制地区（規制の緩衝地域）

の5つに区分され、松原を形成する「特別規制B地区」の規制が最も強く、これを取り巻くように規制
が緩くなっている。許認可は、静岡市が策定した「保存管理計画」（2010年改訂）に基づいて判断さ
れ、特別規制A、B地区は国（文化庁長官）、その他の地域は静岡市の許可が必要である[8]。

1933年（昭和8年）4月13日には三保久能海岸風致地区に[9]、1951年（昭和26年）3月6日には日本平県立自然公園（現在の日本平・三保の松原
県立自然公園）区域、潮害防備保安林に指定されている。

三保松原は世界文化遺産「富士山－信仰の対象と芸術の源泉」の構成遺産のひとつに登録されている。当初のICOMOSによる登録勧告では三保
の松原だけが富士山から45キロメートルも離れていて、山としての完全性を証明することに寄与していないという理由で除外すべきと勧告され
たが、最終的には登録されている。ユネスコに提出した世界文化遺産推薦書によると、構成資産は羽衣公園付近から真崎までの清水海岸（砂浜

および松林）、御穂神社境内全域と「神の道」、清水灯台（三保灯台）などで構成され、資産面積：64.4ヘクタール、緩衝地帯面積：252.0ヘ
クタールが指定されている[10]。

羽衣の松は御穂神社の神体で、祭神の三穂津彦命（大国主命）・三穂津姫命が降臨する際の依り代とさ

れる。初代「羽衣の松」は1707年（宝永4年）の宝永大噴火の際に海に沈んだと伝えられる[11]。

二代目「羽衣の松」は高さ約10メートル、外周5メートル、樹齢650年[12]のクロマツで、立ち枯れが進ん

だため、2010年（平成22年）10月に近くにある別の松を三代目の「羽衣の松」に認定して世代交代した
[13]。2013年（平成25年）7月3日に先代の「羽衣の松」は約3メートルの幹を残して伐採された[14][15]。

三保の松原の砂浜は1980年代から海岸浸食による消失の危機に見舞われている。原因は、1960年代に安
倍川で大量に砂利を採取したこと、安倍川で砂防ダムや護岸工事を行ったために川から供給される砂や

礫が減少し、波や沿岸流で供給される流砂と波によって侵食される土砂の需給バランスが崩れたためと

考えられている。静岡県は1989年（平成元年）2月に海岸保全事業を策定し、海岸から100メートル程の地点に消波ブロックを点在して設置し
たり、離岸堤式ヘッドランド（人工岬）やL字突堤型ヘッドランドを設置して侵食を抑え、砂の補給による養浜対策を講じている。

「羽衣の松」を含む多くの松林が徐々に枯死する松枯れも進行している。静岡市などが対策に乗り出しており、松食い虫防除のための予防剤注

入やシロアリの防除を行うほか、市有林については、松の防除履歴などの個体管理台帳を作成する予定である[16]。

2015年からの調査で、松の付近の地中に砂が固くなった固結層があり、それが根に空気や水を通さないことが松が弱る原因の一つと見られてい
た[17]。

2016年からの調査では、固結層に起因する降雨時の表面流出が深刻なことがわかった（参考：最近の雨での流出後の画像 … 2018年3月9日の20
ミリの雨量を超えたあとで流出した際の映像[18]）。

三保海岸は、松林が生い茂る海
岸と富士山の撮影スポットとし
て有名

清水港周辺の空中写真。画像右側（東側）
の砂浜に見える松林が三保の松原。1983年
撮影の12枚を合成作成。
国土交通省 国土画像情報（カラー空中写
真） 
(https://mapps.gsi.go.jp/maplibSearch.do#1)
を基に作成。
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そして、羽衣の松周辺の地中にある砂などが固まった固結層の生成原因の一つが、周辺で営業する売店が店舗の回りに廃棄しているコンロの煉

炭灰であることがわかった（固結層中にカルシウム、炭素、硫黄、煉炭を作る際につかう粘土の一種「ベントナイト」が観察されたことによ

る）。ベントナイト、多量の雨水、観光客による踏み固め、風による砂の供給などが固結層の生成と広がった理由と考えられている[19]。

煉炭の灰については、50年ほど前から売店がそれぞれ１日一個分くらいの灰をだしていたと報道されている[20]。

これまでの理由が不明なまま「松の木を守る」という対症療法的な対策から、今回同定された原因を除去する対策の検討が重要である。対策と

して以下が土木学会誌レポートに提案されている。

◾ 既存の固結層を除去する。

◾ 廃棄された煉炭灰を撤去する。

◾ 売店の屋根からの雨水を遠方に排水する。

◾ 固結層を破壊した部分の養生のために周遊ルートを変更する。

根への空気、水の供給を確保するために固結層を崩すことは、同時に、降雨時に固結層の上の砂が流れてしまうことも防ぐということで重要で

ある。

固結層の問題が認識されて以来、ボランティアによる固結層の除去作業が折に触れて行われている[21]。

フランスのダンサー、エレーヌ・ジュグラリスはさらなる舞踊を求めて日本の「能」を研究する中で

「羽衣伝説」を知り、これを題材にした作品「羽衣」を発表。彼女は来日して伝説の舞台となった三保

の松原を訪れることも希望していたが、病気により叶うことなく35歳の若さで亡くなってしまう。臨終
の際には夫に「せめて髪と衣装だけは三保の松原に」と遺言を残し、それに基づいて夫は彼女の衣装と

遺髪を持って来日した。

この秘話に共感した地域住民により、1952年（昭和27年）にエレーヌの功績を称え「エレーヌの碑（羽
衣の碑）」が完成、その碑の袂には彼女の遺髪が納められている。

江戸時代の絵図によると、当時は三保半島のすべてが松で覆われていた。三保は江戸幕府の直轄地（天

領）であり、御穂神社の朱印地（寺社領）、いわゆる鎮守の杜として所領が安堵されていたが、明治維

新後に杜の禁が解かれ、御穂神社周辺の松は旧幕臣の手により壊滅的に伐採されたと伝わる[22]。

羽衣伝説に関する逸話

エレーヌの碑歴史
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また、三保半島は過去の地震で度々沈降したと伝えられ、三保の松原や砂浜も被害を受けている[23][24]。

◾ 1898年（明治31年） - 第1次森林法により保安林に指定

◾ 1916年（大正5年）5月 - 実業之日本社主催による日本新三景に選定

◾ 1918年（大正7年）6月9日 - 日本新三景記念碑（揮毫は元帥伯爵東郷平八郎）の除幕式を挙行

◾ 1922年（大正11年）3月8日 - 名勝三保松原の指定（内務省告示第49号[25][1]）

◾ 1933年（昭和8年）4月13日 - 三保久能海岸風致地区に指定

◾ 1951年（昭和26年）3月6日 - 日本平県立自然公園に指定（静岡県告示第127号）

◾ 1977年（昭和52年）4月1日 - 名勝三保松原の一部指定解除（文部省告示第44号）

◾ 1987年（昭和62年）1月10日 - 日本の白砂青松100選に選定[26]

◾ 1990年（平成2年）3月29日 - 名勝三保松原の追加指定及び一部指定解除（文部省告示第31号）

◾ 2007年（平成19年）3月27日 - 日本平県立自然公園から日本平・三保の松原県立自然公園に名称変更（静岡県告示第313号[27]）

◾ 2013年（平成25年）6月22日 - ユネスコの世界文化遺産「富士山-信仰の対象と芸術の源泉」（日本の世界遺産としては17件目）の構成資
産に登録

◾ 御穂神社

◾ 羽衣の松 - 天女が羽衣をかけたとされる老松。2010年（平成22年）10月に世代交代した。

◾ 羽車神社 - 「羽車磯田社」とも言い、御穂神社の離宮。

◾ 神の道 - 樹齢200 - 300年の老松の並木が500メートルほど続く、御穂神社から羽衣の松までを結ぶ道。毎年2月14日の深夜にこの道を
通って神を天からお迎えする神事が行われている。

◾ エレーヌの碑（羽衣の碑） - 上述のエレーヌの顕彰のために建立された慰霊の碑。

◾ 伯良神社 - 羽衣伝説に登場する漁夫の屋敷跡とされる神社。

◾ 清水灯台（三保灯台） - 近代化産業遺産及び土木学会選奨土木遺産に認定されている。

◾ 東海大学海洋科学博物館

◾ 東海大学自然史博物館

◾ みほしるべ（静岡市三保松原文化創造センター） (https://miho-no-matsubara.jp/)

◾ 東海旅客鉄道（JR東海）東海道本線・清水駅、静岡鉄道静岡清水線・新清水駅よりしずてつジャストライン三保線に乗車、「世界遺産三保
松原 神の道入口」下車、徒歩約15分

◾ 江尻のりば（清水駅）、日の出のりばよりエスパルスドリームフェリー・水上バス乗船、塚間のりば下船、徒歩約30分。

◾ 静岡県道199号三保駒越線「羽衣の松入口」交差点右折、約5分

三保の松原（2009
年1月27日撮影） 

新三景之碑（2009
年1月27日撮影） 
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目）。2013年7月伐
採 

三保の松原の松林と
砂浜 

三保の松原の松林 羽車神社。御穂神社
の離宮 
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ぶ 
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1. ^ a b c 三保松原 (https://kunishitei.bunka.go.jp/heritage/detail/401/1319) - 国指定文化財等データベース（文化庁） 
2. ^ 世界遺産推進課/構成資産の紹介 (http://www.pref.shizuoka.jp/bunka/bk-120/koseishisan.html)、静岡県公式ホームページ、2012

年12月25日 
3. ^ 【赤字のお仕事】「三保松原」「三保の松原」 どっちなの? (http://sankei.jp.msn.com/life/news/130518/art13051812010002-

n1.htm)、MSN産経ニュース、2013年5月18日 
4. ^ 世界遺産:「富士山」登録決定 「三保松原」含め (http://mainichi.jp/feature/news/20130623k0000m040008000c2.html)、毎

日.jp、2013年6月22日 
5. ^ 第120回国会 予算委員会第三分科会 第2号 (http://kokkai.ndl.go.jp/SENTAKU/syugiin/120/0388/12003120388002c.html)、衆議

院会議情報、1991年3月12日 
6. ^ 三保松原の松 25年前から2万本以上減少 (http://www.tv-sdt.co.jp/nnn/news8806455.html)、静岡第一テレビ、2014年2月23日 
7. ^ 三保松原の現状変更について教えてください。 (http://call.city.shizuoka.jp/wcgfaqpub/qa_detail/000000/DTL000000842.htm)、

静岡市コールセンター「市役所いつでも電話サービス」 
8. ^ 静岡市文化財通信 ふちゅ～るミニ 第9号 (http://www.city.shizuoka.jp/000123303.pdf)、3-4頁、2012年2月14日発行 
9. ^ 風致地区について (http://www.city.shizuoka.jp/deps/kouen-keikaku/fuutikyoka.html)、静岡市公式サイト 

10. ^ 世界文化遺産推薦書本文（英語） (http://www.bunka.go.jp/bunkazai/shoukai/sekai_isan/pdf/fujisan_e.pdf) (PDF, 11MB) 、文化
庁、Chapter 1 Table1-1 

11. ^ 羽衣の松【清水海岸ポータルサイト】 (http://shimizu-kaigan.net/asobu/matsu.html)
12. ^ 実際の樹齢は200年から400年とされる。 
13. ^ 三保「羽衣の松」が世代交代しました! (http://www.city.shizuoka.jp/deps/kanko/hagoromo.html)、静岡市 
14. ^ 先代「羽衣の松」伐採始まる 世界遺産の三保松原 (http://www.at-s.com/news/detail/696035292.html)、静岡新聞、2013年7月3日 
15. ^ 先代羽衣の松に感謝 三保松原、伐採 (http://www.chunichi.co.jp/article/shizuoka/20130704/CK2013070302000319.html)、中日

新聞（静岡版）、2013年7月4日 
16. ^ 静岡市、三保松原に予算 保全や観光向け整備 (http://www.nikkei.com/article/DGXNZO59209780S3A900C1L61000/)、日本経済新

聞、2013年9月2日 
17. ^ “羽衣の松　樹勢回復に注力　静岡市、土壌調査現場を公開 

(http://web.archive.org/web/20180614172336/https://www.at-s.com/news/article/topics/shizuoka/mtfuji/327597.html)” (2017
年2月10日). 2018年4月10日閲覧。 

18. ^ “MAH00256 1201 (https://www.youtube.com/watch?v=_L8NWDT0N-o)”. YouTube (2017年3月10日). 2018年4月10日閲覧。 
19. ^ 土木学会誌2017年7月号 地域レポート NPOとともに三保の松原を守る - 表面流出の現状と対策 -、塩坂邦雄 
20. ^ 中日新聞 2017年 1月20日 三保松原の「固結層」生成、思わぬ一因 
21. ^ “2019年２月１３日　三保の松原固結層の土壌改良。 (https://www.youtube.com/watch?v=sD6fTeWuEnI)” (2019年2月13日). 

2019年9月12日閲覧。 
22. ^ 三保の松原散策マップ (http://www.city.shizuoka.jp/000100513.pdf)
23. ^ 静岡県市町村災害史 清水市 (http://www.e-quakes.pref.shizuoka.jp/shiraberu/higai/saigaishi/sh0030.html)、静岡県地震防災セン

ター 
24. ^ 《震災再耕 歴史遺産をたどる》　三保の津波古文書 

(http://www.chunichi.co.jp/article/shizuoka/shizu_area/shizu_earthquake/list/2012/CK2012090802100004.html)、中日新聞、
2012年9月8日 

25. ^ 官報第2877号 
26. ^ 白砂青松100選 (http://www.rinya.maff.go.jp/j/hogo/higai/seisyou.html)、林野庁
27. ^ 静岡県公報第1867号 

◾ 清水港

◾ 清水港線（廃線）・三保駅（廃駅）

◾ 三保飛行場

◾ マツ材線虫病

◾ 火の鳥 (漫画) - 手塚治虫による日本の漫画作品。羽衣伝説を元にした「羽衣編」というエピソードがある。

◾ はごろもフーズ - 静岡市清水区に本社を置く、「シーチキン」で有名な缶詰などの食品加工会社。「羽衣伝説」が社名とブランド名の由来
である。

◾ 三保松原ウェブサイト (https://www.shizuoka-citypromotion.jp/mihonomatsubara/)（静岡市）

◾ 世界文化遺産 富士山の構成資産「三保松原」について (https://www.city.shizuoka.lg.jp/000_002463.html)（静岡市）

◾ 三保松原旅手帳 (https://www.visit-shizuoka.com/_images/pamphlet/tabi-techo_ja.pdf)

脚注

関連項目

外部リンク

Page 5 of 6三保の松原 - Wikipedia

2020/03/14https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%89%E4%BF%9D%E3%81%AE%E6%9D%...



◾ 静岡観光情報 (https://www.visit-shizuoka.com/)

◾ 「羽衣の松」と「三保の松原」清水海岸ポータルサイト (https://shimizukaigan.doboku.pref.shizuoka.jp/)

◾ 安倍川総合土砂管理計画検討委員会資料 (http://www.cbr.mlit.go.jp/shizukawa/17_sougo/abe_planning.html)

「https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=三保の松原&oldid=76100666」から取得

最終更新 2020年2月8日 (土) 02:25 （日時は個人設定で未設定ならばUTC）。

テキストはクリエイティブ・コモンズ 表示-継承ライセンスの下で利用可能です。追加の条件が適用される場合があります。詳細は利用規約を参照してください。
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